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Ⅰ.はじめに

チベットの諸学匠に高く評価され,壌伽タントラ階梯の著作を多数残しているÅnanda-

garbbaの思想に関する総括的な研究は未だ初期の段階にあると言わざるを得ない.彼自身

の手によって彼の思想全体が体系的によくまとめられた著作が特に残されていないことや,

また壌伽タントラ研究一般が主に正典たる地位を持つタントラ(加椚血Ⅶ)の研究に関心を

寄せ,(タントラに関する解釈者たちの様々な解釈がまさしく玲伽タントラ密教に彩りを与

えていたにもかかわらず)タントラの解釈者の著作は二次的なものと考えて,彼らの独自

の思想体系の方を体系的に追求する気風が比較的薄かったことが,Ånandagarbhaの思想

を体系的に深く研究することがほとんどなされなかった理由であるように思われる1).

Ånandagarbhaの著作群は,タントラの注釈と儀軌の二類型に大きく分けることができ

る.本稿では特に儀軌中の蔓茶羅成就法に着目して,彼の特徴的な解釈学である｢三三摩

地(trisam丘dhi,ti血hebdsingsumpO)｣を含む蔓茶羅成就法儀軌論を,それら成就法が

依拠するタントラについての彼の注釈書の記述も参照しつつ本質論的に明らかにし,ひい

ては彼の密教思想,更には稔伽タントラの思想解明の一契機としたい.成就法儀軌論に着

目する理由は,それが密教にとって重要な要素である｢成就｣達成の方法論であり,｢成就｣

の問題とも関って彼らの生涯の実践生活のあり方とも大きく関っている問題だと思われた

からである.

Ånandagarbhaに帰される儀軌の中で｢三三摩地｣を含む蔓茶羅成就法儀軌を説く儀軌

書としては,

(1)叫如劇痛加M崩れ叩如句碑河鹿wM明知血聯

(2)肋壷わ毎α痩αyαm叩タαJ叩丘如た丘叩αね伽が叩伊Ⅶんαねm血道助咋丘

(3)丹ゆ均励御地加叩如和郎舶

(4)鮨αm血巧α舷呼α磁α仇肌肌叩ゲαヱ呼句戊成印加¢友

(5)助相通明画卸鵬血仇肌抑岬舟山血肋

(6)助m血叩喚脚め仇肌抑止如叩如加甜脚叩卸鮎

の6本がある.まず初めに以下,本稿の蔓茶羅成就法儀軌論の分析の便宜とし

てÅnandagarbha儀軌群の全体的内容を把握するために,また更には今後のÅnandagarbha

研究の便宜のためにも,上記各々の成就法儀軌の構成の比較表を記す.より詳細な比較は

表中各項目の注記を参照して頂きたい2)･なお,(1)は金剛界大量茶羅,(2)は降三世大

量茶羅,(3)は般若波羅蜜多量茶羅,(4)(6)は普明蔓茶羅,(5)は九仏頂蔓茶羅を説く.

以下,本稿ではこの通し番号を用いて議論を進めることにする.
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初壌伽三摩地チ)
護輪5)

化作蔓茶羅6)

絵札･四礼

儀侮･随喜･勧請

二十種供養(十九種)7)

廻向

菩提心戒8)

加持護念

推罪

薩壇加持

四印,等9)

港頂10)

金剛禁戒

供養11),*12)

器界親

玉相成身観･加持現証

藩頂(宝冠･給綜)

四如来の会坐

初境伽三摩地
護輸

化作塁茶羅

四礼

懐悔･随喜･勧請

二十種供養(十八種)

廻向

菩提心戒

加持護念

推罪

薩■勧口持

四印,等

潅頂

金剛禁戒

供養,*

入法界観

器界観

玉柏成身観･加持現証

藩頂(宝冠)

四如来の会坐

金剛薩 の出生

最勝簸伽三摩地
護輪

化作蔓茶羅

礼

儀悔･雄幸･勧請

二十種供養

廻向

菩提心戒

加持護念

推罪

薩壇加持

器界観

般若波羅蜜多の観想

蔓茶羅王最勝三摩地13)

金剛界大量茶羅の親想

蔓茶羅王最勝三摩地

降三世大量茶羅の観想

蔓茶羅三景勝三摩地

殻君波羅蜜多の

塁茶羅00)の観想

掲磨王最勝三摩地14)
加持量茶羅(智薩毒遍入)

港頂,四摂,四印,功徳事業15)

掲磨王最勝三摩地

加持蔓茶羅(智薩毒遍入)

藩頂,四摂,四印

馬磨王最勝三摩地

加持量茶羅

(智薩壇遍入)

<供養親近次第>
集会･開門

百八讃

四印

港頂

供養16)

入法界観17)

撥達

<供養親近次第>
集会

四印

供養,等

入法界観

撥達

(1)(2)は印･マントラ･蔓茶羅から見て馳Ⅶ地場画血肋…明両血励仰山砲融通伽(以

下ST)系の儀軌である.(3)の婁茶羅はSTのものではないが,蔓茶羅以外はSTの観想の諸要素

をで多く採用している.詳しくは表中各注記を参照.
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初壌伽三摩地
護輪

化作蔓茶羅

絵札■四礼

儀悔･随喜･勧請

二十種供養,等

廻向

菩提心戒

加持護念

擁罪

薩境加持

四印,等

港頂

器界親

玉相成身観･加持現証

四如来の会坐

初玲伽三摩地
護輪

化作虚空塁茶羅

憤悔

廻向

菩提心戒

供養･讃禦)

遍入量茶羅25)

玉柏成身観･光明諸事業溺)

初壌伽三牽地
護輪

授金剛杵･鈴

化作虚空星茶羅

懐悔･捷喜･勧請

廻向
菩提心戒

供養･護

遍入蔓茶羅

五相成身観･光明諸事業

蔓茶羅王最勝三摩地

器界観

九仏頂塁茶雇の観想

蔓茶羅王最勝三摩地
器界観

普明星茶羅の親想

掲磨王最勝三摩地
加持塁茶羅,功徳事業

(光明諸事業)

箱磨王最勝三摩地
加持豊茶羅･四印

(光明諸事業)

掲磨三景勝三摩地
加持量茶羅･四印

(光明諸事業)

<供養親近次第>
集会

供養

入法界親

撥遣

<供養親近次第>
集会･開門･化作蔓茶羅

四印

港頂

供養･執金剛阿閉梨偶

<供養親近次第>
集会･開門･化作隻茶羅

四印

港頂

供養･執金剛阿閣梨偽

(4)(5)(6)は印･マントラ･蔓茶羅から見て,g肌7α血巧α陶磁ノbれ血豆or句丘即ね班毎d叫α

¢血○∫肌y血¢mふ瑚αた卸(以下DP)系儀軌である.だがSTの観想体系の諸要素も採用

している.詳細は表中各注記を参照.
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｢初穂伽三摩地(6diyo90n6masam丘dh坤,dahpohisbyor bashesbyababiti血he

bdsin)｣･｢蔓茶羅王最勝三摩地(m叩4alar句丘9rfn丘masムm6dhiみ,dkyilbkhorrgyalmchog

giti血hebdsin)｣･｢掲磨王最勝三摩地(karnar句a9ri-n丘masam丘dhi々,1askyirgyalmchog

shesbyababiti血hebdsin)｣から成る,阿闇梨が修習すべき27)｢三三摩地｣と｢供養親近

次第｣とでも呼ぶべき修習より上記の成就法儀軌は構成されている.以下の節ではこの意

味を次第の順を追って考察したい.

ⅠⅠ.｢三三摩地｣を含む蔓茶羅成就法儀軌の構成論

｢初瑞伽三摩地｣は,上記の構成比較表およびそれに関する注記にも記したように,上

記どの成就法も｢護輪｣･加行･本尊性の生起をその内容とする.ここで最終的に生起され

る本尊の名は(1)(2)では毘産遮那,(3)では般若渡羅蜜多,(4)では毘虚遮那,(5)で

は釈迦獅子,(6)では普明とされているが,これらは身体が装飾で満たされた色身として

の如来たちであり,(1)(2)のモデルでありかつ(3)(4)(5)(6)もその構成体系をÅnaロト

dagarbhaが多く依拠させているSTに関するAnandagarbhaに帰せられる注釈(vy6khy6)

(以下STV)には28),それらの因(r訂u)としての法身大毘鹿遮那如来が述べられており,

これは本尊生起の稔伽で各色身を成就する際に名港頂で遍入される.よってこの本尊性と

は大毘虚遮那如来のことであると考えられる.今STVの大毘慮遮那如来に関する定義の箇

所を引用すれば,

無二なるものとしての心と心所であり,(色身としての)毘鹿達那そして金剛薩竜等の

理趣を生じる因であり,法界の無始の相を有するものが大毘慮逓那である.それは無

分別の大慈悲の自性である法無我の智慧の力により,徳分に応じて有情を完全に熟す

るために,一切時において毘虚遮那等の身体をとって(=行者が観想できるように可

視的な色身をとって)住するので,｢虚空界の如くに常住して｣等々と(STに)説く

のである.(D.31α4~6,P.36α5~8.)

(引用中括弧内は筆者の補足,かぎ括弧内はSTの本文)

となっている.それは｢無二なるものとしての心･心所(つまり大毘産遮那は心とは別に

客観物としてあるのではない)｣とされるので,その獲得の方法は,名港頂を含み｢心を観

察すること｣と定義される32)｢五相成身観｣である.この心と無別であり~無始法界相であ

り(故に始覚ではない)智慧･慈悲の自性としての本尊性を獲得することを観想するので,

この三摩地は本尊性の自身円満に重点があると考えられる.そして(以下で明らかにする

が)その後この本尊性に基づいて以下の二つの三摩地が順々に展開されるので,この三摩

地名の｢初縁伽(丘軸○ダα)｣とは根本の出発点としての稔伽の意味であろう.

次に｢蔓茶羅王最勝三摩地｣について考察したい.法無我の智慧によって有情利益のた

めに色身を展開するという上の引用からも理解できるように,大毘慮遮那如来を獲得する

と智慧と結び付いている慈悲心を発動することになる.STVは,

(本尊性を獲得して得た法身の智慧の一つの現われである)｢一切如来の普眼である

観自在(法曹)｣とは,無量光の諸法と毘虚逓那等を示す蔓茶羅に入ること等におい
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て決定したことに他ならない智慧である.(D.45α5,P.5加2.)

(引用中括弧内は筆者の補足,かぎ括弧内はSTの本文)

と記述し,そして蔓茶羅について,

欲界において蔓茶羅等を化作し措くことによって有情利益をなして(D.45α6,

P.52む3→.)

と述べており,また,蔓茶羅を構成する諸尊の色身の因は大毘虚遮邪知来に他ならないと

いうことと,(後にも述べるが)密教では蔓茶羅は阿閣梨が儀礼の中で弟子や信者に種々利

益を授けることができる場であるということをも考え合わせれば,詳細な蔓茶羅を生起す

ることは,本尊性の獲得に本質的に連続する形で密教流の利他行為の場を生起することで

あると言えよう.この三摩地は｢初玲伽三馳｣によって獲得した本尊性に基づく利他行為

の場を生起するための三摩地であると考えられる.その生起の方法は各色身の理趣(これ

は後述の功徳事業とほぼ同内容である)を思念しながら蔓茶羅を生起するというものであ

る･このような蔓茶羅を生起するのでこの三摩地名は｢蔓茶羅(m叩ゆ血)｣とされている

のだろう.これは自利の修習から利他心の修習に転じることを意味していると考えられる.

次に｢掲磨王景勝三摩地｣について考察したい.STVによれば,この三摩地は化作した

蔓茶羅を加持するための段であり29),つまり蔓茶羅という慈悲行為の場を加持することが

目的であると考えられる･上掲成就法儀軌(3)(5)(6)には

(以下の)これらの(玲伽としての)行為によって,一切有情が三種菩提を獲得する

ので,掲磨王最勝三摩地なのである.((3);D.24鋸6-7,P.26鋸リ

ー切(生類)が蔓茶羅に入り一切悪趣から出離すること(を観想すること)は,掲磨

王最勝と言われるべきである.((5);D.191b4,P.207α6.)

次に輯磨王最勝とは,秘密諌の光明で生類を苦より救うために((6);D.11鮎3-4,

P.139伊.)

(以上,引用中括弧内は葦者の補足)

という｢有情救済のためである｣旨が記され,また(1)(4)ではこの三摩地の際に蔓茶羅の

諸尊の功徳事業を明記して行者にそれらを強く念ずることを規定している叫ので,加持の

意味は,慈悲行為の場としての蔓茶羅の意味を行者の意識の中で堅固にすること,即ち慈悲

心を堅固にすることであると考えられる.これに加えてこの三摩地のもう一つの目的とし

てSTVは｢一切平等観｣も同時に修習されることを説く31).この三摩地の観想内容は,一

切世界の種々功徳事業を有する諸尊を行者および行者と無二の蔓茶羅と一体化させる(表

中｢智薩 遍入｣)((1)(2)(3)),あるいは一切世間の有情たちを行者自身が発する光明

で引き寄せて行者と-射ヒさせて行者共々清浄になる懐中｢光明諸事業｣)((4)(5)(6))

というものになっているので,確かに｢一切平等観｣も同時に修習する工夫がなされてい

ると言える･そもそも完全な無分別の慈悲心は一切無分別心と同時に達成され得るもので

あり,Ånandagarbha自身も(先の大毘虚遮那の引用より)｢無分別の大慈悲の自性である

法無我の智慧｣と述べているので,この三摩地は双方修習の工夫がなされていると考えら

れる･いわゆる『毘虚速那三摩地法』『心軌』『二巻本』といった金剛智や不空が訳した壌
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伽タントラに関する諸漢訳儀軌にはこの三摩地に相当する段が特に設けられておらず32)･

また,上掲儀軌(2)のモデルとなったST降三世晶にはこの三摩地に相当する箇所は説か

れていないにもかかわらず(1)と同内容のこの三摩地を(2)作成の際に敢えて採用してい

ることからも理解できるように,本尊性と蔓茶羅を生起した後に更にその本質である慈悲

心(とそれに不可欠な)一切平等観を深める機会を与えるためにこの三摩地を設けること

を血andagarbbaは考えていたようである･この三摩地名の｢掲磨(たmα)｣とは蔓茶羅

を加持する行為のことを指し,ここでの加持とは行者の意識のレベルでは蔓茶羅の本質に

関する認識を堅固にすることであると考えられる･

以上の｢三三摩地｣には,自利を修習した後にそれが利他心に転じてそれを堅固にすべき

であるという構造が見られる.このような｢三三摩地｣の解釈学を通してÅnandagarbhaは

蔓茶羅という密教流の実践活動の場を介しての阿閣梨の大乗的修習のあり方を表現したの

だと考えられる.そしてこのような思想を敢えて三段階に分類したことは,それぞれの修習

の持つ上述の意味を行者に明確に示すことを可能にし,またそれは同時に,Ånandagarbha

自身あるいは彼の教えを受けた者がこのような成就法の思想に基づいて成就法儀軌を作成

する際に,例えば(･2)のようにもし依拠するタントラにどれかの三摩地の根拠がない落合

にもその三摩地を補えるような便宜にもなっていたと考えられる.

｢三三摩地｣の修習が終了したら,次に｢供養親近次第｣とでも呼ぶべき修習が説かれ

る.Ånandagarbhaは諸尊の招請(表中｢集会｣)･諸｢供養｣･(｢入法界観｣)を修するこ

の次第の意味を特に詳説してはいないが,諸尊の招請から始まるこの次第の全課程が終了

した後に諸尊を仏国土へ憾遣｣する際に唱えるマントラの内容がどの儀軌も｢諸尊は利

益をなして成就を与えた｣という旨33)であること,また,6世紀頃以来諸尊を供養壇に招

請し供養することによって修行促進等の功徳を得られると信じられていた供養法儀礼の次

第が多く作成され流行していた事実があった34)ことからして,この次第の意味は藷尊を蔓

茶羅に招請して供養して一体化しつつその加持力を受けることだと考えられる･ではなぜ

｢三三摩地｣の後に敢えて諸尊の加持力を受ける機会を設けたのかというと,｢三三摩地｣に

ょって獲得した三摩地の状態は(うまく稔伽できたとしても)｢一時的な円満｣の状態であ

り,瞑想を終了した後にもそのままの状態で永続する｢真の円満｣ではなかったからであ

ると考えられる.なぜなら,｢三三摩地｣でなされる｢毎日四時(あるいは六時)修習｣35)

という規定は,一度の修習では｢真の円満｣は獲得できないので毎日四時修習してそれに

近づかねばならないということを意味していると考えられるからである.故にこの｢供養

親近次第｣で諸尊の加持力を被って｢本当の円満｣へと向かう修行促進という功徳を期待

したのだと考えられる.

以上分析してきた蔓茶羅成就法儀軌は｢前以って親近することに関する儀軌(s血ndu

bs魚enbabichoga)｣という定義がなされる36).ここで｢前｣とは何の前かというと,各

儀軌では(本稿では詳細には扱わないが)続いて｢このように(前親近儀軌で)親近して

から｣等で始まって,作塩鮭や(観想で化作したものではなく)具体的に描かれた図絵蔓

茶羅を用いる濯頂儀礼やあるいは護摩儀礼等が説かれるので,｢前｣とは具体的な蔓茶羅儀
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礼を行う前という意味と考えられる.そして｢三三摩地｣の意義から考えれば｢親近する｣

とは蔓茶羅を構成する諸尊の本質に接近する･理解するという意味と考えられる.従って

その定義は,｢(具体的な蔓茶羅儀軌を修習する際に)前以って(蔓茶羅の諸尊に)親近す

る(=それらの本質を理解する)ことに関する儀軌｣という意味であると言える.港頂等

の具体的な蔓茶羅儀軌では,(化作したものではなく措かれた)具体的な蔓茶羅を使用する

ことによって,阿常梨は弟子や信者たちに様々なレベルの種々利益を与えることができる.

具体的な蔓茶羅儀軌で使われる具体的な蔓茶羅を十分使いこなすには,やはりその本質を

理解していなくては適わぬものであると考えられる.なぜなら,具体的な蔓茶羅とは誰が

使っても絶大な威力を発する｢世にも不思議な魔法の美術｣なのではなく,大毘虚速那如

来という蔓茶羅の本質が(先に述べたように)阿閣梨の心と無二のものであり,その威力

は阿閣梨の通達の度合に左右されると思われるからである.蔓茶羅の本質を理解する蔓茶

羅成就法儀軌は,阿閣梨が具体的な蔓茶羅儀軌を通して具体的な利他行を確実に行うため

の欠かせない前行修習としての重要な側面を持っていることが理解できる.そうだとする

とÅnandagarbhaの考えとしては,蔓茶羅成就法儀軌の意味はそれのみ単独でとらえるべ

きではなく,実際の利他活動をする具体的な蔓茶羅儀軌をも含めた全体的な密教儀礼体系

の中でとらえるべきものであると言える.

以上の本稿の蔓茶羅成就法論の分析結果を簡潔に図式化すれば,

となる.阿閣梨は蔓茶羅成就法儀軌という稔伽によって自身円満(そこから転じて)利他

心修習をする.しかし壌伽の中で無分別の慈悲心を養っているだけでは実際の衆生救済を

したことにならない.諸尊の加持力に助けられつつ稔伽の中で理解した蔓茶羅の本質に関

する認識を携えて,具体的な蔓茶羅を使用する実際の利他活動を行う.このような<瑞伽

中の自利修習→壕伽中の利他心修習→実際の利他行>という阿閣梨のあるべき大乗的実践

生活のあり方をÅnandagarbhaは考えていて,｢三三摩地｣を含む蔓茶羅成就法儀軌をその

実践生活の体系の中に位置付け,実際の具体的な利他行に欠かせない前行としてのその瑞

伽の意義を与えていたのではないかと考えられる.Åmndagarbbaが著作の至る所で修行

者の理想を大乗としている点37)が確かに彼の儀礼体系の構成に色濃く現われている.

ⅠⅠⅠ.結論

Ånandagarbhaの研究に限らず従来の蔓茶羅成就法の分析(記述を目的とした分析は別

として)では専ら,稔伽の中で｢本尊性を獲得すること｣｢蔓茶羅との一体化｣｢行者の身
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体のミクロコスモスと蔓茶羅に象徴化されるマクロコスモスの一致｣といった観念論的な

分析に終わっており,その分析では密教が重視する壌伽の修習で得られるものは実際の利

他行とどのような有機的な関係があるのかという疑問に対して十分な解答を与えることが

できないであろう.むろんそれらの間に有機的な関連が本当にないのならこの疑問は意味

がないのであるが,Ånandagarbhaに関しては確かに有機的な関連を想定している･

彼にとって成就法儀軌は,実際の利他行を行う場である具体的な蔓茶羅をうまく使いこ

なせるような資質を得るための方法論である.従って,成就法儀軌が成就する対象は(記述

的な説明ならば｢蔓茶羅｣であるが)本質的な説明をするならば,｢実際の利他行を志向し

それを円浦することができるための資質｣であると言える.(繰り返しになるが)具体的な

隻茶羅とは誰でも使いこなせる｢世にも不思議な魔法の美術｣ではなく阿閣梨の心と無別

であるので,それは阿閣梨の通達の度合によって利他行の効果を変化させる.故に成就法

儀軌の内容は,諸尊の加持力に助けられつつの蔓茶羅と無二の心に関する修習となる･内

省としての稔伽の意義はここに結実する.心に関する本質を追求するのはまさしく｢三三

摩地｣を含む蔓茶羅成就法儀軌という壌伽の中だからである.心の本質は大毘虚遮那如来

という本質である.｢初瑞伽三摩地｣ではその本質を自身円満することを目指す･それは最

終的に実際の利他行に転ずるための根源的な出発点である.Ånandagarbhaにとって,阿

闇梨は瑞伽の中で自己満喫するのみであるべきではなく実際の利他行をうまく行じること

までしなくては彼の理想としての大乗が実現しない.故に,｢初穂伽三摩地｣から実際の利

他行の場である蔓茶羅およびその意義の観想を通しての慈悲心の発露(｢蔓茶羅王最勝三摩

地｣)･堅固(｢掲磨王最勝三摩地｣)の修習として残りの三摩地が展開し,諸尊の加持を受

けつつ尋茶羅をうまく使いこなせる資質となる(即ち｢成就｣)よう稔伽することを規定す

るのである.

<略号及び使用テキスト>

D チベット大蔵経デルゲ版(東北目録)

P チベット大蔵経北京版(大谷目録)

T 大正新偉大蔵経

(1) Ånandagarbha‥勒rYld旭umah丘m叩4alop丘yikasarvavqirDdaya,Skt:ed･密教聖

典研究会:｢Vajradh豆tumah豆maq車lop豆yik5-Sarvavajrodaya-梵文テキストと和

訳-｣,『大正大綜合仏教研究所年報』8･9,1986年･1987年,D.No,2516/P■

No,3339.

(2) Ånandagarbba:血加融和画両仰叩ゆ極嘲祓叫血血髄叩卿血血励血勒喝

D.No,2519/P.No,3342･

(3) Ånandagarbha:Prqj7i卸丘ramit6m叩4alop丘yik6,D･No,2644/P･No,3468･

(4) Ånandagarbba:β佃αmα血巧α土豆呼灯霹¢仇αれαm叩タαヱ叩句読成叩血叫D･No,2631

/P･No,3458.

(5) Ånandagarbha:SalVadurga均ariSodhanam叩4alavidhi,D･No,2635/P･No,3460･
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(6) Å血ndagarbba:卑mα血巧α卸αわ血仇αれ肌止血α几d血丘仇肌叩卸妬D･hフ

2630/P.Ⅳ0,3457.

DP 血相α血巧α均,αれゐ(仏仇α呵¢r句由yαね仇句血ばy¢α血αねぎ肌yα由肌ゐむd仇鮎yα

血如,D.)b,483/P.)b,116.

DPT Ånandagarbha:肋a血rga均ariSbdhanatqior句atathagat6matsamyaksambu-

d仇αm由乃αたα如≠読句D.No,2628/P.Noフ3455.

ST Sanalath4gatatattvasaqL9rAnnahamah6yanwiitrtl,Skt:ed.堀内寛仁:『梵･

蔵･湊対照初会金剛頂経の研究梵文校訂篇』上･下,1983年･1984年,高野山

大学密教文化研究所.

STV Anandagarbha:Sarvaiath69atatattVWaqUrahamahayan6bhisamayan加atanbqa-

ね肋丘わた成α佃l由れα叩丘肋殉D.No,2510/P.No,3333.

『心軌』 『金剛頂蓮華都心念諦儀軌』,T.Ⅶ1,略No,873.

『二巻本』 『金剛頂一切如来真実摂大乗現証大教王経』,T.Ⅶ1,18,No,874.

『毘虎達那三摩地法』『金剛頂軽食伽修習毘庫逓那三摩地法』,T.Ⅶい8,No,876.

『略出違』 『金剛頂境伽中略出念請経』,T.叫18,ド0,865.

『宅健三昧海経』,T.Ⅶ1715,Ⅳ0,餌3.

『離垢慧菩薩所間頑便法経』,T.Ⅶ1,14,yO,487.

(注記)

1)先行研究は,顆如仇丘ねm止血叩如才叩卸た由肌′αV頑m血y¢に関する梵本校訂研究及び

和訳と,境伽階梯の重要なタントラの思想解明のために彼の注釈書を補助手段として用い

た研究が多く,そしてそこに留る.だが彼の濯頂論に関する研究(桜井[1990])もある.

2)繁雑を防ぐために,複数の成就法儀軌に共通して見られる項目に関しては,比較表で最

も左側に登場する成就法のその項目の箇所の注記に一括してまとめた.なお,(1)のみ

(｢初壌伽三摩地｣以外の箇所だが)梵本が発見されている.

3)(1)§2-88,D.1れ23α4,P.2α4-27α5.

4)(1)D･1れ1馳6,P･2α4-20α1,高橋[1988],(2)D･67れ77ム7,P.76α6-88α1,(3)D.217α5-

248a2,P･263b3-264bl(DとP共にsbyorpamchoggitiAhebdsin｢最勝瑞伽三摩地｣

となっている),(4)D･125よ13咄P.148α1-1馳5,(5)D.187α5-18飴5,P.20ib7-203叶

(6)D.112れ11馳2,P.133α5-138α1.｢初壌伽三摩地｣がどこから始まるのかは議論の分か

れるところだが,各儀執事の体裁はあくまで表のようになっており,またÅnandagarbba

はDPのt立豆(D･No,2628/P.PIo,3455,以下DPT)で｢初玲伽三替地｣の説明をする箇所

で｢供養｣･禁戒(｢菩提心戒｣)･｢加持護念｣等を含めて｢初壌伽三摩地｣としている

ので(D･67α4-69α6,P･77α5-79ふ7･)表のようにした･彼に帰されるSTの叩豆k吋云(以下

STV)(D･No,2510/P.No,3333)がこれらを含めないのは,それが逐語的注釈をしたとこ

ろのSTの構成によるものであるとも考えられる.

この三替地中の｢薩竜加持｣｢四印｣｢濯凰は｢大境伽(mab豆叩ga,mal帥叩r血en

po)｣と呼ばれ((1);§27･(2);D･7亜7,P･8ib2,等.(4);D.130a3,P.153b7,等.),｢また,
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蔓茶羅を観想できない者は,大玲伽を行って,一切のマントラを各々十万回唱えるべき

である.((1)§27)｣とも定義されており,自身に本尊性を生起して蔓茶羅を親想する前

に行われるワンランク易しい加行であると考えられる･なお･ここでの｢濯頂｣は実際の

港頂儀礼ではなくて,玲伽としての港頂であると考えられる･詳しくは注記10)を参照･

なお,この三摩地金体に関して,(3)は｢器界軌以前の各々の項目の印･マントラ･椒

の詳細は省略され,ただ項目を羅列するのみである･(5)(6)は本尊生起の壕伽の方法の詳

細は略している.しかしDPTを見ると,これらの本尊生起の方法にはSTが説く｢五相成

身観｣が用いられていたようである(D･14れ17占5/67α4-69α6,P･16れ1釣7/77α5-79わ7･)･

また,(1)(2)(3)(4)は｢護輪｣･加行･｢玉柏成身軌･｢加持現証(=大毘鹿遮那如来遍入)｣

という構成で全体的によく類似し,(5)(6)は｢護輪｣･加行･｢五相成身観｣･｢光明諸事業｣

という構成で類似している.大毘虚速那如来遍入はSTの,｢光明諸事業｣はDPの重要な

モチーフである.これらについては注記26)参照･

なお,｢玉柏成身軌はチベット訳では皆,mionparbya血chub(rnampa)1血となっ

ており(rnampaはあったりなかったりする),｢五相現等覚｣と訳すべきだが,理解の便

宜のために本稿では伝統的な名称である｢五相成身観｣と一応した･なお,梵本が存在

する(1)はこの｢五相成身観｣が説かれる箇所の梵本が欠けていている･

5)(1)は護輪として,(外)内を浄化することと舌と手掌の加持･盆怒ティリンティリ･金

剛ティリンティリ･被鎧･金剛火炎･金剛眼･金剛畏怖眼･金剛薬叉･金剛頂掌･金剛索･

金剛憧･金剛カーリー･金剛頂･金剛業･金剛網のマントラを説く･(3),(5),(6)は各

項目については細かく具体的には説かずに｢一切の護輪｣等と簡潔である･また(4)に

は手掌加持･金剛カーリー･金剛頂･金剛業･金剛網のマントラは説かれずに代わりに足

加持･金剛地･金剛堵･金剛帳房のマントラが説かれる.(2)は多少異なり,舌･手掌の

加持･念怒ティリティリ･金剛ティリティリ･被鎧･甘露軍茶梨･金剛夜叉･金剛頂のマ

ントラ及び四｢b叫｣字を説く･

6)ここでは金剛輪の印･マントラを修習する･

7)｢二十種供養｣としながらも二十種も説かない･(1)は華･焼香･燈･塗香･宝･戯痺･

劫樹･四無量心･嬉･掌･歌･舞･華･焼香(なお,以上の嬉から焼香までのマントラ

には各々布施,戒,忍,精選,禅定,般若波羅蜜多という用語が登場し,これらはSTの

vy豆khy豆(D･99b7-100al,P･113a7-113a8)でÅnandagarbhaが以上それぞれの名を持つ女

性の菩薩にそれぞれの理趣として仮託したものに一致している)･身･語･心･秘密の十

九種を挙げ,(2)はこれから四無量心を除いた十八種を説く･(3)は単に｢二十種供養で

供養すべし.｣として項目の詳細を省いている.(4)も同様に項目の詳細は説かない･な

お,｢二十種｣の数の問題については,(1)と『略出経』の比較を通して明らかにした高

橋[1981]を参照.

8)(1)･(2)･(4)とも内容がよく一致する･(5)･(6)は戒の内容は略している･内容に

ついては高橋[1988]§23を参照.

9)(1);金剛界大量茶羅の諸尊の四印を説く･(2);五仏,四｢h叫｣･(3);｢自己を薩
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であると観察してから｣た薩毒加持)に続いて単に｢加持すべし･｣とあるのみであり,
｢四印｣のことを指す可能性もあるが,その内容は不明である･(4);普明蔓茶羅の諸尊

の四印,仏眼･白衣･摩摩枚･多羅を四処加持に当てる.

10)この港頂は実際の港頂儀礼ではなく,自分が港頂を受けている様子を観想する壌伽とし

ての港頂であると考えられる.いわゆる『略出経』(T.23ぬ_239a)『一潮(T.302e-303a)

『二巻本』汀.314ト314e)『毘虎遮那三摩地法』(T.329♭329c)といった漢訳儀軌もこの

ような玲伽としての港頂を説く･(1)は結線濯頂･水･宝冠･給綜･金剛杵･名港頂を,

(2)は宝冠･光寮(護輪の際にも用いる金剛ティリンティリのマントラを用いる)･指綜･

金剛杵･名港頂と,大境伽の際の結線濯頂･水･宝冠･掌･金剛杵･尊主･名港頂を,(4)

は｢初壌伽三摩地｣で結線港頂･水･宝冠･給綜を,｢蔓茶羅王最勝三摩地｣で水･宝冠･

給綜･金剛杵･尊主･名港頂を説いている･なお,(5)と(6)は｢水港頂など｣として残

りを略している･(3)は濯頂の項目自体を説かない.

11)(1);サンスクリット語を書写した金剛歌(d.ST§314),及び嬉等の八供養を説く.

(2);四供養のみを説く.ここでは大境伽後に自身の金剛性を増長した後に行う｢供養

自己｣と定義されている.

12)(1);高橋[1988]§5む59,｢金剛杵の擁立｣｢金剛鈴の意味｣｢三昧耶の意味｣｢三三昧耶

歌供養(なお,高橋は｢金剛薩董の譲｣としている)｣と名付けられているものを指す.

(2);｢金剛杵の意味｣｢金剛鈴の意味｣｢三昧耶の意味｣に相当.だが,｢倉怒｣｢金剛火の

如く燃え上がる者｣といった性質を金剛薩 に付加し,降三世品流にアレンジしている.

(3);｢金剛杵の擁立｣｢金剛鈴の意味｣｢三三昧耶歌供養｣に相当.尊名を般若波羅蜜多

と変えているが,文章が(1)によく一致する.なお,これらは｢初境伽三摩地｣の箇所

には説かれずに,｢掲磨王景勝三摩地｣の後の供養親近次第の箇所に説かれる.

13)(1)§68-73,(2)D.77b7-81b4,P.88al-93a7,(3)D.2i8a2-2i9b6,P.264bl-266b3,(4

)D･131b4-138a3,P.159a5-163a8,(5)D.188b5-191b5,P.203b4-207a6,(6)D.116b2-118a3,

P.13餌1_13馳8.

14)(1)§H-75,(2)D.81ム4-81b6,P.93α7凋3ふ2,(3)D.2j9れ250b2,P.266れ267叶(4

)D･138a3-139a2,P.163a8-164b3,(5)D.191b4-193b4,P.207a6-209b8,(6)D.118a3-122a5,

P.139㌔_144㌔.

なお,この三摩地全体に関して,(1)(2)(3)はST金剛界品金剛界大量茶羅の章の囁

磨最勝王三摩地｣相当箇所に基づいて構成されている.その内容はSTに特有の｢智薩

(=大毘虚遮那如来)遍入の観想｣を中心とする.(2)は記述が簡潔で項目を羅列するの

みである･(4)(5)(6)はDPに特有の｢光明諸事業｣を中心内容とする観想を説き互いに類

似している･これらのモチーフについては注記26)を参照.

15)(1)と(4)はここで諸尊の功徳事業を説く.その内容は,(1)はト一切諸仏を一つに摂

め(五仏),一切の部族に刻印し(四波羅蜜多),菩提心を起こし(薩篭),一切如来を鈎

召し(王),随染し(愛),歓喜せしめ(喜),藩頂し(宝),光明で照らし(光),布施

波羅蜜多を行じ(瞳),希有なる微笑に安住せしめ(笑),極めて清浄なる三摩地を円満
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し(法),煩悩と捷煩悩を断じ(利),大量茶羅に遍入し(因),無戯論なる法性を行じ

(語),無尽無余の供養で一切如来を供養し(業),他の教えに心を寄せる看たち及び煩

悩･随煩悩等の恐れから守護し(護),一切の守護により保護し(牙),心口意を一つに

縛した真如の拳で一切諸仏を円満し(拳),布施･戒･忍･精進･般若･禅定･廣･方便を

円満し(八供養),菩提心という鈎で大解脱の城に一切有情を鈎召し(鈎),十波羅蜜多

の行によって引入し(索),他の教えに寄せる心を砕き(鎖),自性清浄なる不生に入っ

て正法の城を守ることを行ずる(鈴).｣であり,(4)は,｢一切有情に菩捷心を生ぜしめ

(薩董),如来の慈悲で召話し(王),清浄心を具し(愛),心清浄なさしめ(喜),金剛

大宝の港頂をし(宝),無明の暗闇を切り開き(光),藷布施をし(瞳),希有なる微笑で

真理と一体となり(笑),清浄な三昧を円満にし(法),一切煩悩を断ち切り(利),一切

魔を撲滅して救い(輪),一切の唖者を話せるようにし(語),一切如来に供養し(業),

一切の恐れから守護し(護),一切の守護により保護し(牙),心口意を平等一なる状態

にし(拳),形象より自由な空性と無相と無欲と無功用において行じ(四明妃),布施･

戒･忍･精進･禅定･般若･顧･方便を円満にし(八供養),大解脱の城に一切有情を釣

召し(釣女),十波羅蜜多の行に住し(索女),良き乗り物(=大乗)の諸教説に心を寄

せ(鎖女),自性の光明をを清らかにしつつ不生になって無上なる菩提行を通して一切有

情を守る(鈴女).｣である.(括弧内は相当する尊名,筆者が補った).なお,見ての通

り(4)には五仏の功徳事業が抜けている.

16)どの儀軌も(一切)供養とするが,特に五供養(華･塗香･焼香･バリ(bαお)･燈)･七

供養(浄化供養具･華･塗香･焼香･剣･燈･閑伽水)･八供養･金剛歌･掲磨蔓茶羅より

十六供養の項目が挙げられている.だがそれらの印書を(八供養を除いて)完備してい

るのは(1)のみである.

17)四礼をしてから諸マントラを唱え,あたかも一切諸尊によってそれらマントラが唱えられ

ていると観想して自己と本尊･一切の平等性に安住する玲伽のことを指す.諸漢訳儀軌で

はこの箇所で行われる稔伽を｢法界体性三摩地｣等としており,ここでは｢入法界親｣と

した.(1)･(3)は｢0甲Vajr豆tmako,haql｣｢Or?SVabh豆vaiuddho?ha甲｣｢OPSarVaSamO

Thar?｣を,(2)はここではマントラは出さないが｢金剛の自性を有する者(rdorjebdag

aidcan)｣｢自性清浄(ra血bshingyidagpa)｣｢無我平等性(bdag皿edpabim由皿pa

鮎d)｣の観想としているので上と同様のものであると考えられる.ただし｢初稔伽三摩

地｣の相当箇所で前二者のマントラを説いている.(4)は語草のマントラを当てる･

18)D.67ムし83α2,P.76?6-94ム7.

19)D.247α5-253㌔,P.263軋270α7.

20)般若波羅蜜多(Praj魚豆p豆ramit豆,geSrabpharoltuphyinpa)を中心として,賢劫十六

尊等の菩薩たちをそれぞれ4体づつ付き従える十方仏が般若波羅蜜多を囲むという形態

の蔓茶羅.この蔓茶羅に登場する十方仏は(東･南･西･北･南東･南西･北西･北東･

上･下の順に),宝生(dkonmchogbby血gnas)･無憂(Ⅲya血nmedpa)･放宝光(rin

Chengyibodbhroba)･最上勝者(rgyalbadampa)･最上三昧象(ti血bdsingla血po
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dampa)･最上蓮華(pa卓madampa)･放光日輪(aemabidkyilbkorsna血ba)･最上

大仏傘』血rgyaBgdugschendampa)･歓喜(dgabbarbyedpa)･最上蓮華(padma

dampa)である･第六仏と第十仏は同名で共に右手に蓮華を持ち左手は肺こ置く姿とさ

れるが,身体の色は前者が白色で後者が黄金色とされ異なっている.平川彰[1g92]『イ

ンド仏教史 下巻』,東京:春秋社.(初版1979年)338では十方仏を念ずることは(中

期以降の)密教には受け継がれなかったとされているが,この儀軌にはこのように十方

仏の親憩が説かれている･しかし,この蔓茶薙が依拠したタントラは不明である.なお,

中期以前の密教系経典で他に十方仏の観想を説くものは,『観彿三味海経』の善徳･栴檀

徳･無量明･相徳･無憂徳･宝施･華徳･三乗行･廣衆徳･明徳(T.694a_b),『離垢慧菩

薩所問頑健法経』の阿間了♯相･無量寿･妙鼓馨･因陀羅頻都瞳王･安遊歩･婆羅因陀羅

王･無量瞳王･智光･毘鹿遮那汀.699a-b)がある.これらは上記の十方仏とは(重なる

仏も多少いるが)基本的に異なる系列のものであると考えられる.

21)D.125dl-140α2,P.148α1-165b7.

22)D.187α5-194α3,P.201ふ7-210ふ1.

23)D.112れ122b5,P.135α5-145α7.

24)(5)は五供養･八供養,二十五供養を,(6)は五供養･八供養･十二供養を特に挙げる.

二十五供養と十二供養の個々の内容は説かれず,内容は不明である.

25)自心中の蔓茶羅と虚空蔓茶羅を化作して,虚空蔓茶羅を自心の蔓茶羅に遍入させる親想.

(5)･(6)に共通している.

26)自分の心臓の月輪に悪趣清浄根本マントラや諸尊の心真言を布置して,そこから発する

光明の拡大･収欽によって一切悪趣を清めて有情たちを心巌の朋釦こ鈎召し濯頂を与え

て清浄にする親想･血andagarbhaはDPTの中でこの親藩を｢内心蔓茶羅｣の観想と呼

び,DP全体の科段分けの際にも｢三三単軌と共に採用して重視しており,(4)(5)(6)

といったDP系儀軌の重要なモチーフとなっている･これに対して(1)(2)(3)といった

ST系儀軌では,この｢光明諸事業｣の親想に相当する箇所には,STの重要なモチーフで

ある｢大毘塵遮那如来遍入｣の観想を当てて対応させている.DP系でありながらST系

の要素も持つ(4)は,STの要素が多く見られる｢初簸伽三摩地｣に関しては｢大毘虚速

那如来遍入｣の義徳を採用している･なおこの間居については,拙稿｢血andagarbbaの

神秘体系｣『印度学仏教学研究』埠日本印度学仏教学会,(印刷中).を参照.

27)成就法儀軌の文章中の主語がしばしば阿閣梨になっている.

28)印･マントラ･蔓茶羅･主要モチーフから見れば･(1)(2)(3)はST系で(4)(5)(6)は

DP系で異なるのだが,Anandagarbbaは｢光明諸事業｣というDPの個性を生かしつつ

それをSTの体系で解釈しようという態度をDPTで随所に示している(これについては

前掲拙稿を参照)･故に本稿では主にSTの注釈であるSTVの記述を中心に用いる.

29)D･100α5~6,P.113㌔.

30)諸尊の功徳事業の内容については,注記15)を参照.

31)｢なぜ毘虚逓那(となった阿閣梨)の心臓に一切が遍入するのかというと,毘虚遮那と
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は一切を摂するものと知られるからである･｣(D･101む4-5,P･115α8･)といったように我即

一切,自他無別の理趣を再認することを主張する･

32)これらの漢訳儀軌では,｢蔓茶羅王最勝三摩地｣に相当する詳細な蔓茶羅の生起が終了し

たら,次に｢供養親近次第｣に相当する修習に入る･

33)(1)｢オーンあなた方は有情利益をなした･成就を与えて,随意に仏国土へ行かれなさ

い.再び来るために.｣,(2)｢オーンあなた方は一切の有情利益をなした･随意に成就

を与えた.仏国土へ行かれなさい.再び来るために･｣(チベット語訳されている),■(3)

｢ォーン(利益が?)生じた.一切有情に成就を与えて,随意に仏国土へ行かれなさい･

再び来るために.｣(書写),(4)｢オーンあなた方は一切の有情利益をなした･随意の成

就を与えた.仏国土へ行ってから再びまた来ることを頗う･｣(チベット語訳されている)

34)例えば『蘇悉地籍羅剋や『牟梨蔓茶羅呪剋にはこのタイプの供養法あるいはこれを

ベースにした港頂法が多くの功徳をもたらすものとして多く説かれている･また,いわ

ゆる『大日経』巻七供養法は,供養法と自己定義しつつ玲伽タントラ的な本尊の成就法

も説いており,供養法と成就法儀軌の結び付きを語っている･蔓茶羅に関する簸伽の後

に続いてこのような供養法を行うことは簸伽タントラに関する諸漢訳儀軌にも共通して

見られることであり,これは当時の一傾向であったと考えられる･なおこの問題につい

ての詳細は,拙稿｢聖者来臨と蔓茶羅世界の獲得についての歴史的考察｣『宗教学年報』

ⅩⅠⅠ,東京大学宗教学宗教史学研究室,1997･3･を参照･

35)(2);D･83al,P･94b5-b6･(3)‥D･253b6,P･270a7･

36)(1);§89,D･23a4,P･27a6･(2);D･83a2,P･94b7･(3);D■253b6,P･270a7･(5);D･194a3,

p.210れ(6);D･122む5,P･145α7･なお,(4)では明確にこの用語で定義はされないが,次

に阿開梨が行う弟子の利益のための蔓茶羅の事業が続いて説かれているので,(1)等と

趣旨は同じであると考えられる.

37)例えばSTVでSTの摂義として,因･果･勝義および般若･方便波羅蜜多と無二の｢一

切如来の十の真実｣を聞･思の二般若で摂受することを指して｢大乗｣とする(D･2馳7-

27bl,P.31b4-32a5)･DPTでもDPの摂義として同様のことが述べられているの･8a7-b7,

P.9む3_10α4).
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Ånandagarbha,seonceptofMhndalas6dhanqp丘yik丘

SUGIKI,Tsunehikn

ん迫ndagarbhaisanIndianpriestoflもntricBuddhismoftheYbgaclasswhowas

high1ypraisedtⅣTibetantantricmaste柑(6c丘ry岱).Hecomposedsixtreatisesconcern6d

withasortof伽4alが丘dhanpp丘yik6whichmainlyconsi8tSOfthreestagesofcontem-

plation(t7isa7n丘dhi;tiririe缶dsin9SumPO).Ⅱisworkandthoughthavenotbeenstudied

yettoanygre8teXtent･Thepre配ntauthoraimsatclarifyinghisunderstandingofthe

meamngofpracticingtheMandalas6dhanpp6yik6inthecontextofhiswholesystemof

ta血ricritua18,Ontheba8isofananalysisofthecontentsoftheMaTL

describedineachofhisworks.

TheMandal鮎丘dhanqp6yik6isayogicmethodforthecompletionofam叩4alaand

issupposedtobepracticedbyatantricmaster,aCCOrdingtoÅnandagarbha.Allofhis

Sixtreatisesagr氏thatitconsistsofthreestagesofcontemplationfo1lowedby･icomlng

nearwhileo鮎ring."

Atthefirststageofcontemplationatantricmasterobservestheessence(ruribshin)

Ofhismind(sems)fortheplDPOSeOfacquiringthewisdom(yeSes)oftheSupremeLord

i`mamparsnarimdsadchenpo,"whoisDharmaBody(choskyisku),Ommipresent.and

ultimatelynotdi蝕rentfromone､smind.

Atthese∝心dstageofcontemplationataⅡtricmasterformSadetai1edimageof

themandalawhichcomprisesdeitieswhoarebornfromtheSupremeLord･Thewisdom

Obtainedthroughthepracticeofthefirststageofcontemplationistheessenceofcompaか

Sionatemind(s7iirilje),SOthatthewisdomisfo11αⅣedbyoperatingthecompassionate

mind･Therefore,thepurpOSeOfpracticingthisstageofco此emplationistopromote

atarrtricma8ter'800mpa88ionatemindontheba8isofthewisdomgainedthroughthe

practiceofth8firststageofcontemplation.

Atthethirdstageofcontemplationatantricmasterbringsa11forⅡBOfexistence

intoumitywiththemandalawhileponderingonthecontentsofthemandala‥sdeitiesT

COmpaS8ionateperformances,inordertocorusolidatethe mandala.Asthe mandalais

aspatialinc訂nationoftheSupremeLord,s00mpaS8ionatemindbasedonhiswisdom,

thepracticeofthi88tageOfcontemplationprove8tObeforthesakeoffixingthetantric

masterTscompa88ionatemindbasedonhiswisdom.

血aformofcoⅡtemplationcal1ed㍑comngnearwhileo鮎ring,"atantricma8ter

glVe80鮎血伊野mbolizeda8man加andmudr丘tothedeitiesofthem仇dala,Whoare

Cal1edfromBuddhaLandstothem叩4ala･Sinceatantricmasterdoesmtalway$COⅡト

pletehisyogainaone>timeorfew-timespracticesofthethreestage80fcontemplation,
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heexpectsthedeitiestohelphimcompleteitinreturnforhiso鮎rings･(Thiscontem-

plationseem5tOhavesomethingtodowiththepopularityofo鮎ringritual8inthose

days:throughthepracticeofthoseritualsoneexpectedthee蝕ctofspeedingupto

enlightenment(abhisa7TLbodhi)asapresentfromthedeities･)

ThosearethecontentsofMandal鮎丘dhanop6yikabyAnandagarbha･Hedefinesit

as"themeansforcomingnearbeforehand(srioridubs7ienbabicho9a)･"1もkingtheMaTL-
dalas6dhanqp6yik6,spurPOSeintoconsideration,㍑comlngnearnSeeⅡ迫tOdenoteiicomlng

neartotheessenceofthemandala.,,Moreover,SincetheMandalaritualssuchastantric

initiation(abhi?eka),homaritual,andsoonaretobecond定ctedafterthepracticeofMa-

ndalas丘dhanop6yik6,;;beforehand叩meansnothingbutiibeforeMandalaritual･n
When

間aCCeptthisinterpretation,itmaysafe1ybesaidthattheMandalas丘dhanqp6yik6has

someorgamizationalrelationtoMandalaritual･

AccordingtoÅnandagarbha,theMandalas6dhanop6yik6isaself-refiectiveyoga,

whereastheMandalaritualisadeedinwhichatantricm誠terCanaCtuallysupplyhis

disciplesandbelieverswiththeprofitsofthereligiousorsecularlevelbyusingadrawn

mandala.SincetheessenceofthemandalaistheSupremeLord,scompassionatemind

basedonhiswisdom,WhichisultimatelvnotdiEtrentfromatantricmaster?smind,the

mandalacannOtbeproperlyutilizedbyeveryone･0nlyatantricmastercanuSeitwell

whenhehasfu11vcontemplatedhisownmind･

Inshort,Anandagarbha･sunderstandingofthemeamingofpracticingMandalas丘一

dhanpp6yik丘istoacquiretheabilityofperformingthetantricmaster?scompassionate

deedswellinthefo1lowingMandalaritual･Thismeamng,SignificantlylocatedinAnan-

dagarbha,swholesystemoftantricrituals,reflectshisideathatthepositionofmah6y6na

isanidealofhisThntrismwhichisnotrealizedunle泌thetantricmastercanaCtual1y

performcompas8ionatedeedswell･
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